
“ペットとうろう”準備状況

白水の四季まつり“がんぱっぺ！内郷・白水！新春の輝き祭”に参加しました。

福島県いわき建設事務所 地域づくりニュース
平成２４年１月５日発行

平成２３年１２月３１日（土）夜から平成２４年１月１日（日）未明にかけて、白水阿弥陀堂前

広場で開催された「白水の四季まつり がんばっぺ！内郷・白水！新春の輝き祭」（主催：白水の四

季まつり実行委員会（会長：野地登久雄氏））に参加しました。

地元の小学生がペットボトルで製作した約３００個の“ペットとうろう”を広場や砂利道に並べ、

幻想的な雰囲気を醸し出し、県内唯一の国宝（建築物）“白水阿弥陀堂”に初詣に訪れた参拝客の足

元を優しく灯すことで、参拝客に地域や白水阿弥陀堂に思いを馳せていただくことを目的に開催さ

れました。

当日は、とても天気が良く、上は満天の星空、下は“ペットとうろう”が輝き、多くの参拝客を

もてなしました。

また、会場では、甘酒、玉こんにゃく、栗ぜんざいが販売され、冷えた体を温めようと多くの方

が求めたため、全て完売となりました。

とうろうに砂入れ

とうろうにロウソク入れ

とうろう並べ

とうろうに着火

１０：００から作業開始



“新春の輝き祭”の状況

家族で訪れる姿が

多く見受けられました。

多くの参拝者が訪れていました。

あたたかくておいしい甘酒などの

販売がありました。

今年は良い年になるようにと願いを

込めたとうろうを作成しました。


